
 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第４学年 国語科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・令和７年度村学力調査より、正答率は全国平均 66.8％に対して校内平均は 2.2％下回った。 

・問題内容別にみると、特に誤答の多いのは、「話し合いの内容を聞きとる」「言葉の学習」「文章を 

書く」の３項目である。 

・中でも「言葉の学習」の正答率は 44.6%で、これは全国平均を 16.7%下回っている。 

・主語や述語の使い方をはじめ、正しく文章を書いたり読んだりする力をつける必要がある。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・物語文や説明文を読むポイントを提示する。 

・読み取ったことが視覚的に分かるように、色を分けて線を引く。 

・自分の考えを図や文を用いて表し、友達に説明する場面を多く設ける。 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

【基礎基本が必要な児童への手だて】 
・「書く」力を伸ばすために、学習内容をまとめて発表する活動を行う際、児童が作成した台本を添
削・指導する。 

・文章の読み取りをクイズ形式にして出題することで、意欲をもって取り組めるようにする。 
【活用が必要な児童への手だて】 

・自分の考えを発表する際に、理由や話の対象を明確にできているか確認するためのチェックリスト

を用意し、児童自身が自己分析できるようにしている。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①授業中やスキルタイムに、朝会など児童全体に向

けた話についてクイズを出す時間を設ける。話を

聞く必要感や必然性を設け、ポイントを絞って聞

く習慣を付ける。 

②様々なお題で１分間のスピーチを行う。理由や意

図を明確にして話すことができるよう、事前に台

本を作成・指導を行う。 

＜検証方法＞ 

❶どのような内容の話でも、教師側が提示出題した

クイズを、児童全員が 8 割以上正答できるかを 

検証する。 

 

❷ペアで相互評価を行う。３学期末までに、８割の 

児童が、話の理由や意図を明確に相手に伝えられ

るようにする。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

・ 全体に向けた話はおおむねの児童がポイントを

絞って聞ける。 

・ 文章を書くときや発表の台本を作る際、理由や

根拠、主語を明確にして話すことができる。 

＜課題＞ 

・ 聞き返しは多い印象がある。今後も話を 1 回で

聞くことができるよう指導する必要がある。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・漢字の習熟に課題がある。既習漢字が定着しない

児童が一定数いる。また、ノートや作文をする際、

既習の漢字を使わずに書くことが多く、繰り返し

指導してきた。今後も継続して指導する必要があ

る。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

・人の話を聞く際に、話の要旨とともに真意を読み取れることができる。 

 

 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第４学年 社会科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・令和７年度村学力調査より、正答率は全国平均 70.2％に対して校内平均は 1.7％下回った。 

・問題内容別にみると、特に誤答の多いのは、「市の様子」「安全な暮らし－火事」「安全な暮らし－事故や

事件」の３項目である。 

・中でも「安全な暮らし－火事」の正答率は 40.5%で、これは全国平均を 11.5%下回っている。 

・児童にとってあまり身近ではない学習内容についての理解が課題である。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容（生活科より） 

・実際に体験することができる活動を多く取り入れる。 

・見学したり、観察したりするポイントをおさえてから活動する。 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

【基礎基本が必要な児童への手だて】 
・イラストや図、映像など様々な形の資料に触れる機会を多く設定する。。 
・小笠原村とほかの地域について、常に比較しながら学習を進める。 
【活用が必要な児童への手だて】 

・既習事項や生活経験を学習内容と関連付けて、自分の考えをもてるようにする。 

・学習を通して分かったことに対して、自分なりの考えや意見をもてるようにする。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①導入で児童にとって身近である小笠原の様子を想

起してから、ほかの地域はどうなっているのか、ク

イズ形式で考える。 

②資料から読み取ったことを、ノートや模造紙、ICT

機器を用いて、見やすい形に整理する。 

＜検証方法＞ 

❶クイズへの回答やワークテストの知識理解の結果

が８割以上か検証する。 

❷ノートや模造紙、ICT 機器の記録で情報を関連付け

てまとめられているか検証する。 

 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

・ほとんど単元において、「小笠原はどうなっている

のだろう」という視点をもって学習することで、教

科書の内容と身近な地域を比較しながら学習を進

めることができた。 

・模造紙、スライド、リーフレット、動画でまとめる

力が高まった。 

＜課題＞ 

・小笠原に関する資料が古く使いづらかった。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・ほかの地域と小笠原の比較を行い、学習内容に対

して自分事としてとらえられるようにする。 

・様々なまとめ方ができるようになったので、継続

して力を伸ばせるようにする。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

・ほかの地域と小笠原の農業や漁業を比較・検討できる。 

 

 

 

 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第４学年 算数科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・令和７年度学力調査では、全国平均を上回っていたのが３単元あった。しかし、「わり算」が全国よ

りも大きく下回り課題が見られた。 

・わり算の計算の仕方を確認し、かけ算の学習の応用を確認する必要がある。 

・かけ算の筆算や分数など、数のきまりや仕組みを理解する力を付ける必要がある。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・問題文に線を引き、情報を視覚的に整理する。 

・導入で単元に関係する学習内容をおさらいし、自力解決に生かす事ができるよう促す。 

・単元ごとに小テストを実施し、スキルタイムなどを活用して補修を行う。 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

【基礎基本が必要な児童への手だて】 

・定規や分度器など、算数用具を正しく使えるよう、ICT機器等を使いながら指導する。点と定規を確

実にそろえたり、まっすぐ線をひいたりことを徹底する。 

・計算の仕方を確認し、算数用語を活用しながら指導していく。 

・個に応じた課題学習をＡＩドリルなど活用しながら実施していく。 

【活用が必要な児童への手だて】 

・自力解決の時間を十分にとり、自分の考えたことをまとめて、自信をもって発表できるようにする。

早く終わった児童の考えは教師がチェックすることで、自信をもって発表できるようにする。 

・ペア学習を取り入れ、自分の考えが友達に伝わるように発表する力を付ける。 

・個に応じた課題学習をＡＩドリルなど活用しながら実施していく。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①前時のおさらいと本時の振り返りを丁寧に行い、

算数に関する「知識・技能」の定着を図る。 

 

②友達との交流を通して、自分の考えたことを整理

し、学習したことの理解を確かなものとする。 

 

③東京ベーシックテストでの課題となった単元を徹

底的に復習し、既習学習の定着を図る。 

＜検証方法＞ 

❶ワークテストの知識と技能面は、１学期中に正答

率８割を目指す。その後、１０月までに思考面も正

答率８割を目標とする。 

❷毎時間の児童の振り返りから、わかったことや疑

問点などをみとる。２学期中には前述したことを

自分の言葉でノートに書き表せるようにする。 

➌東京ベーシックテストを行い。既習した学習のど

れくらい定着しているのかを図り、個に応じた課

題プリントを実施し確かな定着を図る。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

・東京ベーシックテストにより自分の課題が明確に

なり、苦手な単元を克服している児童が多数いた。 

・各単元の問題を自主的に行うことができた。 

＜課題＞ 

・計算ミスが多く目立った。 

・文章題を読解するのが苦手で式に表現することに

課題がある。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・計算ミスが少なくなるように、問題の見直しや確

かめ算などのやり方なども自分で見直しできるよう

にしていく。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

・考えを整理し、既習事項を取り入れながら問題に取り組むことができる。 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第４学年 理科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・令和７年度村学力調査より、正答率は全国平均 56.7％に対して校内平均は 6％下回った。 

・問題内容別にみると、特に誤答の多いのは、「身近なしぜんのかんさつ」「植物の育ち方」「光のせい

しつ」の３項目である。 

・中でも「光のせいしつ」の正答率は 39.3%で、これは全国平均を 24.1%下回っている。 

・児童にとってあまり身近ではない学習内容についての理解が課題である。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・実際に体験することができる活動を多く取り入れる。 

・見学したり、観察したりするポイントをおさえてから活動する。 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

【基礎基本が必要な児童への手立て】 

・見学や観察を通して、小笠原の自然の様子について興味関心をもつ。 

・生活経験をもとに学習問題に対して予想できるようにする。 

【活用が必要な児童への手立て】 

・小笠原の自然の様子と、ほかの地域の自然の様子について比較して考える。 

・実験や観察の結果をもとに、問題と結び付けて結論を自分の言葉で考えられるようにする。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①小笠原の特殊な自然環境に着目し、教科書等の 

資料と比較しながら問題に取り組む。 

 

②予想、実験、結果、考察という学習の流れが筋道だ

ったものになるよう指導する。 

＜検証方法＞ 

❶ノートの記述内容から理解度を確認し、ワークテ

ストの知識・理解で 8 割以上の結果になるか検証

する。 

❷ノートの記述内容を確認し、１回の授業の流れが

筋道だて、記述できている児童が 8 割以上になる

か検証する。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

・校内の植物を、年間通して観察し、変化を 

まとめた。 

・予想、実験、結果、考察の学習の流れが児童に身に

ついた。筋道立てて考えたことを表現することが

できるようになった。 

・一部の実験の方法を児童に考えさせることで、 

主体的に学習に取り組めた。 

＜課題＞ 

・小笠原の自然環境を十分に生かすには課題が 

残った。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・結果と考察の違いを明確にして指導する。 

・小笠原の自然環境に目を向けて、学習をすすめら

れるとよい。 

・実験の方法を児童に考えさせる。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

・小笠原やほかの地域の自然環境に興味関心をもつことができる。 

 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第４学年 音楽科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・音楽技能の機械的訓練に偏ってしまわないよう、音楽活動と関わらせながら知識や技能を習得する

ことで、「わかった」と実感したり、児童が主体的に学び、思考・判断・表現することで「できた」

と感じたりすることができるようにする必要がある。 

・リコーダー奏の技能に差がみられる。特に、指使いの定着や、短いフレーズを覚えて演奏することに

課題がある。 

・曲の特徴を捉えた表現について思いや意図をもつことはできているが、その表現には課題がある。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・曲を聴いたり絵譜を見たりして感じたことや気付いたことを発言したりワークシートに記入したり

し、曲想の感じ取りを深めたり、それを生かした表現をしたりすることができるようにする。 

・短いフレーズを一人ずつ歌ったり演奏したりし、技能の習得状況を把握して、必要に応じて個別指導

を行うなどその後の指導に生かす。 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

【基礎基本が必要な児童への手だて】 

・個別に表現の技能を見取る機会を適宜設け、学習内容の達成状況を把握するとともに、その場でフィ

ードバックを行い、児童が達成度や学びの方向を理解できるようにする。 

・ICT機器及び教材を用いて、リコーダー奏の練習を自分のやり方やペースで進める環境を整える。 

【活用が必要な児童への手だて】 

・適宜範唱・範奏をして表現の工夫のヒントを示し、児童が表現の引き出しを増やせるようにする。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①「この曲をどう歌いたいか/演奏したいか」を曲

の特徴を踏まえて考えてから表現活動に入るこ

とで、自らの表現の意図を自覚させる。また、振

り返りカードで、自分で考えた表現の意図が、演

奏などに反映できたか振り返る。 

②ICT 機器を活用し、児童自身が自分の表現を録

画、視聴し、指の動きや表現の工夫を自己評価す

る。メタ認知を促し、技能面の向上も図る。 

＜検証方法＞ 

❶発言や演奏の様子、振り返りカードを記録し、曲

想の感じ取りや演奏の工夫を深めることができ

たか確かめる。８割の児童が意図に沿った表現を

実践できるようにすることを目指す。 

❷自己評価と振り返り、事前・事後の演奏技能の個

別見取りを通して、有効な手立てであったか検証

する。すべての児童が自身の課題を把握し、８割

の児童が改善点を実行できることを目指す。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

・音楽的な特徴を捉える力が高まり、特徴を生かし

て表現する力を底上げしていた。 

・演奏に目的意識をもたせることで、集中力や意欲

を維持して練習に臨むことができた。 

＜課題＞ 

・ICT 機器の活用は効果が限定的であった。使いどこ

ろは十分に吟味していく必要がある。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・高学年に向け、「曲にふさわしい表現」となってい

るかどうか、自らの表現を客観的に評価できるよ

うにするための手立てが必要となる。 

・より多様かつ複雑な教材を扱うため、表現のレパ

ートリーを増やしたり、高難度な楽曲への取り組

み方を学んだりする必要がある。 

 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

・質の高い音楽表現を求め、試行錯誤することができる。 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第４学年 図画工作科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・基礎基本的な道具や材料の使用方法を習得し、技術を身に付ける。 

・自分で考えたり、感じたりして豊かに表現や工夫する力をさらに高める。 

・様々な発想の方法をできるような発想する力をさらに高める。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・材料や道具などの使い方を掲示や ICTを活用して確認して、工夫の仕方などを理解する。 

・活動自体を楽しみ、新たな自分の側面や表現方法に気付けるように、体全体を使った活動や様々な 

 材料を使った作品づくりなどを行う。 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

【基礎基本が必要な児童】 

・全体指導だけでなく、児童の習熟度に応じて個別に指導し、児童自身の困り感を解消していく。最低

限の基本的な技能の習得を目指す。 

【活用が必要な児童】 

・自分の発想を試すことのできる題材や材料を用意する。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①掲示や ICT 機器を活用しての材料や道具の使い

方を説明するとともに、様々な道具や材料に何

度も触れる機会を増やす。 

 

②導入でねらいを明確に伝えることによりねらい

の中で工夫することを意識させる。そして表し

たいものを見付けるための様々なアプローチを

経験できるように、様々な材料や手法を用意し

ておく。 

＜検証方法＞ 

❶児童や作品の観察。毎時間全児童に声をかけて

回るようにする。児童が材料や道具を正しく扱

え、どんな小さな工夫でも良いので自分なりの

工夫をできるようにする。 

 １学期の間にのこぎりやかなづちなどの基本的

な道具や材料を正しく扱えるように指導する。 

❷児童や作品の観察。毎回の授業でねらいに沿っ

た活動が行われているか確認する。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

・基本的な材料や道具の扱い方を掲示や ICT を活

用することにより正しく扱うことができてい

た。 

・テーマにそって様々な工夫や発想をすることが

できていた。 

＜課題＞ 

・総合的に材料や道具を扱える力をさらに伸ばし

ていく。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・さらなる基本的な材料や道具の扱い方の定着の

ために掲示や ICT などを活用して取り組んでい

く。 

 

・限定的なテーマなどにしすぎて、児童の発想 

が制限されないようにする。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

・様々な技法や表現方法を活用して、工夫して表現することができる。 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第４学年 体育科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・児童が基本的な動作や運動の技能を身に付けるために、運動の目的や方法を理解させるとともに、繰り返

しの練習の時間を確保する必要がある。 

・児童が自分の動きを理解し、修正するための情報を、ICT 機器等を使って得られるようにする。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容  

・多様な動きに触れる機会を設けたり、様々な動きを実際に見せるたりすることでバリエーションを 

増やす。 

・「何のために活動するのか」目的を意識させ、活動に意欲的に取り組むことができるようにする。  

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

【基礎基本が必要な児童への手だて】 

・表現運動や器械運動においては、個別に技能を見取る機会を設け、学習内容の達成状況を把握する。 

・児童へのアドバイス ICT 機器等も使いながらを行い、児童が達成度や学びの方向を理解できるよう

にする。 

【活用が必要な児童への手だて】 

・児童同士がお互いの動きを見合うことで、アドバイスしあえるようにする。 

・特に運動が得意な児童が苦手な児童に対して、適切なアドバイスができるようにする。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①運動の行い方やルールに幅をもたせ、児童の能力 

に合わせて個別にチャレンジできる場を設定 

する。 

②教師や友達からのアドバイスの中で、改善点を具

体的に伝えることで、単元途中にも目標を段階的

に設定できるようにする。 

③自己評価の時間を取り入れることで、児童が自分

の成長を自覚できるようにする。 

＜検証方法＞ 

❶単元の初めに、児童ごとに本単元での目標を決め

る。児童の運動能力向上の変化を定期的に記録し、

全児童が設定された目標を達成できたかを評価す

る。 

❷学習カードをチェックし、自己評価や友達のいい

ところ・気付いたところをどれだけ書けているか

検証する。また、定期的な技術テストで動きがどの

ように変わったかを見取る。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

・運動の行い方やルールを工夫し、誰もが活躍でき

るよう留意した。 

・毎時の振り返りを通して、改善点を共有し、次時に

いかすことができた。 

・タブレットを活用し、自分の動きを客観的に観察

することで、自己評価できるようにした。 

＜課題＞ 

・児童主体でルールの工夫ができるとよかった。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・身体能力は高く、ルール等の飲み込みもはやいが、

正しいフォームや運動の知識的な部分があまり習

熟していない。 

・理論的に運動や活動を理解できると、より力を伸

ばすことができる。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

・体育の見方・考え方を理解し、活動を工夫して運動に取り組むことができる。 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第４学年 道徳科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・日常生活の中から、様々な場面や行動に価値付けを行い、柔軟な人間性を養えるようにする。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・「自分だったら」と、状況を把握し、自身に置き換えて考える場の設定をする。 

・多様な考えを受け入れたり、多面的に物事を考えるための発問をしたりする。 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・授業の始めに、身近な場面や自分の経験をふり返り、価値項目への関心を高めるようにする。 

・ワークシートに毎時間の振り返りを書き残し、後で振り返ることのできるようにする。 

・イラストを用いて、登場人物や場面を捉えやすいようにする。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①身近な出来事や体験から気持ちを想像させる。 

 

②毎時間自分の考えを書く時間を必ず確保する。 

 

＜検証方法＞ 

❶思考の流れが分かりやすい板書を意識し、記録し

た児童の考えから検証する。 

❷感想にならないように、発問を工夫したうえで記

入させ、ワークシートの記述から検証する。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

・実体験や身近な出来事を基に、率直な気持ちを想

像し、交流することができた。 

・自分の考えを書く時間を必ず確保し、学習内容を

自分事として考えることができた。 

＜課題＞ 

・自分の考えをもてない児童に対しての対応に課題

があった。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・一部児童はなかなか自分の考えがもてないので、

考えの表し方（絵や図など）や個別の声掛けを丁寧

にする必要がある。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

・自分の考えをもち、友達と積極的に考えを交流することができる。 

 

 

 

 

 



 

【別紙２】 

〈授業改善推進プラン 令和７年度第４学年 総合的な学習の時間〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・小笠原ならではの文化や伝統に触れ、それらを継承していこうとする気持ちを養う必要がある。 

・芸能系の単元では、技能的な指導に偏重してしまわないよう、芸能の体験を通して、地域の文化やそ

の在り方に主体的に関わる態度を育てるように図っていく必要がある。 

・課題解決型の学習を通して、道筋がすぐには明らかにならない問題に対しても、粘り強く解決しよう

とする力を高めていく必要がある。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和５年度授業改善推進プラン記載内容 

・記載なし 

 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・外部講師を活用し、現状を知ることで「課題意識」や「目的意識」をもって取り組めるようにする。 

・導入で児童が疑問や課題意識をもち、より主体的に学習に取り組めるようにする。 

・年間を通して、人数や形態を変えた様々な発表形式を経験し、自分の学んだことや考えをまとめ、発

表できるようにする。 

 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①外部講師による技能指導に加え、芸能の背景にあ

る意味や文化、生活との関わりについても学習を

行う。 

②発表を「聞く側」の学びも大切にし、質疑応答や意

見交流の時間を確保する。他者の学びから自分の

学びを広げる視点を養うとともに、発表に目的意

識がもてるようにする。 

＜検証方法＞ 

❶児童の発表内容から、単なる技能習得にとどまら

ず、背景理解がどの程度できているか、自分事とし

てとらえているかを分析する。 

❷児童間のやり取りを記録するとともに、発表後に、

他者の発表をどう受け止め、何を学んだかを振り

返る時間を確保し、学びの深まりを分析する。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

・小笠原太鼓の学習では技能に加え文化や歴史を学

び、わかったことをまとめて発表した。 

・学習のまとめを発表する前に、児童同士で見合い、 

助言しあう時間をとることで、「聞く側」の学びも

意識することができた。 

＜課題＞ 

・児童、教師、外部講師の意欲が高い分、時数の管理  

 はシビアに行わなければならない。 

５．令和８年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・学んだことをまとめる際の時間に上限を設け、見

通しをもたせながら準備をすすめられるとよい。 

・発表に関しては、台本や資料作成に関して丁寧に

指導をする。特に文章の脈絡や５Ｗ１Ｈが抜け落

ちる。 

６．令和８年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

・学んだことを適切な手段でまとめ、発表することができる。 

 


